
進
路
指
導

「⾏きたい進路実現」をテーマに進路指導
茨城県⽴古河第⼀⾼等学校 数学科教諭
佐々⽊咲⼦先⽣ 古⼀丸

古河⼀⾼マスコットキャラクター

⽣徒には「⾏きたい進路実現」をテーマに指導をしており、⾼1の時
から「何になりたい︖」をよく問いかけます。⾼1から⼤学のオープン
キャンパスや校外授業、ボランティアなど、⾼校の外で様々な経験を
するように伝え、具体的な進路のイメージがつかない⽣徒には、「何を
避けたいか︖」のように消去法を使って⼀緒に考えることもあります。
⾼3の春までには希望の進路を決めるよう、伝えています。

⽣徒が希望する⼤学が決まったら、その⼤学募集要項をくまなく確認してい
ます。「ちゃんと情報を持っているかな︖⽣徒が使えそうな「武器」はある
かな︖」と思考を巡らせ、⽣徒⼀⼈ひとりの進路に合わせた対話をするよ
うに⼼がけています。また、希望する⼤学が決まったら、⼤学合格に向けて
早いうちから何度でもチャレンジさせています。「指定校がなかったら総合
型選抜からチャレンジ、叶わなかったら公募・⼀般で頑張ろう」と伝え、叶わ
なかった場合の作戦を⽴ててから出願させていました。合格するまで寄り
添うという姿勢を崩さず、各フェーズで具体的にどのようなことに取り組むべき
かを確認しながら、⽣徒を励ましています。また、受験の前⽇または前々⽇
には⽣徒に必ず声を掛けていました。

クラス内で⽣徒によって⼊試のゴールを迎えるタイミングが異なりますが、⽣
徒全体には「受験は団体戦」と繰り返し伝え、早めにゴールを迎えても「⼀
般の⽣徒の⾜は絶対に引っ張ってはいけない、共通テストを⽬標に頑張ろ
う︕」と意識づけをしました。

「頑張った分、必ず成⻑できる︕」これが卒業式で⽣徒たちに贈った⾔葉
です。
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11⽉ 共通テスト対応特別時間割開始 学校型推薦組の出願指導・⾯接指導

12⽉ 共通テスト説明会、冬期課外計画実施 ⼀般⼊試組の三者⾯談と教科指導

1⽉ 共通テスト事前・事後指導（⾃⼰採点提出など） 共通テストリサーチ返却後の出願のため三者⾯談

2⽉ 卒業⽣からの講演会(商業科) 前期⼊試（⾯接と⼩論⽂）指導※国語科にも依頼

3⽉ 卒業⽣からの講演会(普通科) 合格発表をまつ
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進路指導をする上で、⼤学⼊試に資格（検定）試験がとても重要だと感じることが多いです。本校の商業科の⽣徒は在学中に全員ビジネス関連
の検定試験に挑戦し、多数の資格（検定）を取得していますが、普通科の⽣徒は資格（検定）を持っていない⽣徒が多いです。英検Ⓡは⽣徒の
受検級がバラバラで受検料が異なるために集⾦しづらく断念しましたが、受検料が問題タイプ共通である「GTEC」アセスメント版の導⼊を決定しまし
た。 
導⼊初年度、「GTEC」に向けた指導の効果があったのか、⽣徒が個別で申し込んだ英検Ⓡの合格率が上がっ
たことが分かりました。『せっかく「GTEC」を全員受検させるなら、英語⼒測定だけでなく、⼤学⼊試にも活⽤で
きる「GTEC」検定版にしないともったいない︕費⽤の差は許容範囲内ですし、⽣徒の出願書類を空⽩にしな
いために、検定版にしましょう︕』と校内で猛プッシュ。英語科の先⽣⽅の協⼒のお陰で無事に⼤学⼊試にも
活⽤できる検定版を導⼊することになりました。現在は、⾼校1年でアセスメント版を、⾼校2年・3年で検定版を
採択しています。

「GTEC」は、合格・不合格ではなくスコアで結果が返却されることがポイントですね。結果を
FINE/Compassでも確認できますので、結果返却時に⽣徒の志望校と紐づけて分析しています。 保護者
⾯談で「お⼦様のスコアだと共通テストの英語で７割が担保されます」のようにお伝えすると驚かれることもあります。

「GTEC」などの英語外部検定試験を活⽤できる募集単位が増加中︕ 活⽤できる試験1位・2位は英検Ⓡと「GTEC」です︕
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」
※検定版にて⼤学⼊試で使える
「オフィシャルスコア証明書」を提供しています。

写真︓昨年度⾼校3年の担任を務めた際、⻘いバラの花⾔葉になぞらえて、
この１年「奇跡を起こそう（⾏きたい進路実現︕︕）」と伝えて飾りました。

2025年度⼊試では、普通科の複数の⽣徒が「GTEC」を活⽤して⼤学⼊試に合格。「GTEC」や英検Ⓡを始めとする
勉強を頑張って進路を実現したのは⽣徒たちです。そんな⽣徒たちの担任をすることができたことに感謝しています。

「GTEC」は株式会社ベネッセコーポレーションの登録商標です。


